
 

 

第 56 回中国地区医療社会事業大会開催要項 
                                            

 

１．大会テーマ 

ソーシャルワーカーは必要とされている！ 

～今こそ倫理綱領から実践を振り返ろう～ 
 

２．大会趣旨 

コロナ禍による社会情勢の変化、気候変動による災害の多発、急速な少子化・

高齢化、今、私たち、そして私たちが関わるクライエントを取り巻く社会が大き

く変化している。ソーシャルワーカーの実践の現場では、医学の進歩、医療機能

の分化、地域包括ケアの推進、働き方改革などで組織や地域が大きく変化する一

方、老々介護、8050 問題、身寄りのない高齢者、貧困、孤立、孤独などの問題を

抱えた患者・家族との間で倫理的ジレンマにぶつかることも少なくない。 

さて、2020 年、国際ソーシャルワーカー連盟が採択した「ソーシャルワーク専

門職のグローバル定義」（2014 年 7 月）を実践の基盤・実践の拠り所とするとし

て、ソーシャルワーカーの倫理綱領が改定された。ソーシャルワーカーは「社会

変動が環境破壊および人間疎外をもたらしている状況にあって、この専門職が社

会にとって不可欠であることを自覚する」とし、「平和を擁護し、社会正義、人

権、集団的責任、多様性尊重および全人的存在の原理に則り、人々がつながりを

実感できる社会への変革と社会的包摂の実現をめざす専門職」としている。 

そこで、本大会では、ソーシャルワーカーの倫理綱領を学び、実践の場でどう

生かし、行動していくのかを実際の事例に落とし込んで考えたい。そして、ソー

シャルワーカーの原理に立ち返り、社会にとって不可欠であるソーシャルワーカ

ーという専門職について考える機会としたい。 

 

 

３．日時 

 ２０２３年１１月３日（金・祝）１０：００～１６：１５ 

 （９：３０より受付開始） 

 

 

４．会場及び開催方法 

 岡山大学 創立五十周年記念館 金光ホール 及び WEBのハイブリッド 

 

 

５．対象 

 中国５県医療ソーシャルワーカー協会会員、等 

 ＊ハイブリッド開催のため、全国都道府県協会会長会のメーリングリストを 

通じて、他県へも参加を呼び掛ける。 

 

 

６．大会主催  

 中国５県医療ソーシャルワーカー協会 

 



 

 

７．大会後援（予定） 

  中国５県 

 

 

８．会費 （会場、オンライン共通） 

 中国５県医療ソーシャルワーカー協会会員 ３，０００円 

 関連団体・一般 ３，０００円 

 

 

９．参加申込  （〆切：2023年 9月 30日（土）まで） 

  Peatixにてお申し込みください（別紙） 

 

 

１０．感染予防対策 

 十分な広さの会場で換気などの対策のもと開催します。 

岡山県医療ソーシャルワーカー協会では、今年度の集合研修においては原則 

マスク着用の方針です。今大会におきましても、会場参加者はマスクをご着用く

ださい。特にコミュニケーションを伴う場面ではご配慮願います。 

発熱や風邪症状など体調不良時の会場参加はご遠慮ください。オンラインへの

変更などご相談ください。 

 

 

１１．個人情報の取り扱いについて 

  お申し込み時にご記入いただいた個人情報につきましては、本大会に係わる

目的以外での利用はいたしません。抄録への参加者名簿掲載は希望者のみとな

ります。 

 

 

１２．問い合わせ先 

 大会事務局     玉島病院内 MSW有本明美 

              〒713-8103 岡山県倉敷市玉島乙島 4030 

              ℡086－522－4141（代表）Fax086-522-2218（直） 

                e-mail：omswamsw@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

大会日程 
 

2023年 11月 3日（金・祝） 

時 間 内 容 

9：30 受付開始（会場）及び ZOOM入室開始 

10:00～

10:15 

開会式 

主催者挨拶 

来賓挨拶 

10:15～

12:00 

基調講演 

「倫理綱領・行動基準から考えるソーシャルワーク」（仮題） 

講師 日本社会事業大学 教授 小原眞知子 先生 

12:00～

13:00 
休憩 

13:00～ 

 

16:00 

各県報告 

ワークショップ 

テーマ「事例の一場面を、倫理綱領・行動基準に 

照らし合わせて考える」 

【プログラム】 

13：00～13：30 総論 小原眞知子 先生 

13：30～13：55 ミクロレベル（クライエント）事例① 

 山口県 周南リハビリテーション病院 武島由佳氏  

13：55～14：20 ミクロレベル（クライエント）事例② 

 島根県 島根大学附属病院 池田真里奈氏 

14：20～14：35 休憩（１５分） 

14：35～15：00 メゾレベル（組織）事例① 

鳥取県 山陰労災病院 池谷鉄兵氏 

15：00～15：25 メゾレベル（組織）事例② 

 広島県 三原市医師会病院 大塚由佳子氏 

15：25～15：50 マクロレベル（地域社会）事例 

   岡山県 倉敷紀念病院 土屋亜希氏 

15：50～ 総括 
 

・各県の発表ごとに近隣席 5名でグループワークを行う。 

・オンライン参加の方は、ブレイクアウトルームでグループワーク

に参加していただく。メンバーは固定とする。 

・一部グループより発表（会場参加者のみの予定）し、全体で共有

する。 

・グループワーク後に発表者は考察を述べ、小原先生よりコメント

を受けまとめとする。 

16:00 ～

16:15 

閉会式 

 主催者挨拶 

 次期開催県（島根県）会長挨拶 

 


